
２０１７年  ５月  ７日 ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  聖歌４８５番 ＆ ｢主よ、捧げます｣ 

主の祈り 

聖  書  ①マタイによる福音書６章２５節～３４節 

②ルカによる福音書１７章１１～２１節 

特別賛美  宮田四郎兄（ホルン） 

メッセージ ①「明日を守られるイエス様」坪井 永城先生 

②「神は今も働いておられる」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５９０番「救い主イエスと」 

祝  祷              [献金当番：渡辺姉・寺澤千姉] 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美 「明るく・元気で・のびのびと」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、ヤングチャペルと聖書の学び会を行います。 

２．今週の祈り会は、①木曜午前 10 時半～、②夜７時半、メッセ―ジは、 

大川従道牧師(大和祈祷会参加)。③土曜日夜８時、準備祈祷会(石井師)。 

３．来週日曜礼拝では聖餐式(大切に！)。午後は執事会を行います。 

 

 

 
  │    

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/７～/１４〕 

date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
列王紀上 
１４・１５章 

１６－ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

列王紀下 
１－３章 

４・ 
５章 

６－ 
８章 

９－ 
１１章 

新約 
ヨハネ１： 
１－２８ 

１：２９ 
－５１ 

２章 ３：１ 
－２１ 

３：２２ 
－３６ 

４：１ 
－３０ 

４：３１ 
－５４ 

５：１ 
－２４ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

５/18(木):大手家庭集会 19(金)～21(日):東京 Fire Conference 

25(木):WOGA 集会 28(日):聖歌隊 29(月):長野家庭集会 



 
 
 
 
 
  
「神の国はことばにはなく、力にあるのです。」第一コリント４章２０節[新改訳] 

「よく聞いておくがよい。神の国が力をもって来るのを見るまでは、決して死

を味わわない者が、ここに立っている者の中にいる」マルコ福音書９章１節 

 

私たちの関心事は、聖書の世界が私たち自身の人生、生活にどのようにダイナミックに働

くかということではないでしょうか。聖書はこの世で最も古い書物の一つですが、単なる歴史

書ではありませんし、物語でもありません。現代に生きる私たち自身に直接的に関わるとて

も重要なカギでもあります。 

しかし、そのカギをどのように使うことができるか？ということがとても重要です。そのカギを私

たちの信仰を用いて使うことができます。信仰の大きさが問題ではなく、信じるか信じないか、

ONかOFFかという世界です。しかも、信じ続けること、信じて待ち続けることが重要です。 

神の国（＝神の支配＝神の主権）は、ことば（＝ロゴス＝法則＝考え＝知的理解による

表現）によってではなく、力（＝デュナミス[ダイナマイトの語源]＝奇蹟＝ダイナミックな現れ＝

現実世界への大きな影響を与える力）によって現わされると聖書は教えています。また、その

力そのものでもあると。聖書は神の国（＝神の支配＝神の主権）について書かれています。

神様は具体的にこの世の中にその力を現わされてきました。旧約時代では、主に預言者の

奇跡のわざを通して、新約時代では、イエス様の数々の奇跡、また、使徒たちの働きを通し

て。現代ではどうでしょうか？福音派のほとんどの教団では、その聖書の語っている数々の

力ある働きはもうすでに２０００年前に終了しており、現代ではそのような奇跡はなされない

と決めつけて落ち着いてしまっていて、福音、聖書の教えを、ただ知的、社会的、また心理

学的に用いることしかしていません。それは、自分たちのグループが変にカルト的になってしま

うことを恐れているからです。もちろん、力が暴走すると、いつのまにか、聖なる力強い働きが

人間の欲と罪によって支配されてしまうことで、大きく間違った方向に行く危険性もなくはあり

ません。しかし、私たちが与えられたタラントを地の中に隠して、祈り、求めることをしなくなっ

たら、とたんに神の国からの恵みの流れがストップしてしまいます。 

現代世界の中で神様の力強い働きがなされている世界の地域は、ほとんどが第三世界

の貧しい、迫害や戦いの多い国々においてです。近代化し、裕福になってしまった国々では、

そのような神の国の力強い働きはほとんどなされていません。それは、人々が安定した生活

ができるようになって神を求める渇いた心を持てなくなっているからです。この日本も同様です。

迫害はありませんが、別の大きな課題があるのです。私たちの信仰が試されます。 

「神は今も働いておられる」 
～この日本でどうしたら神の国の力を体験できるのか？～ 

～ 


